
 

 

海の自然生態館の平成２５年度管理状況 
施設所管課 観光戦略推進部観光振興課 

指定管理者 （財）石川県県民ふれあい公社 

    理事長 橋本 政人 

指定期間 平成 24 年 4 月 1 日 ～ 平成 29 年 3 月 31 日 

 

（１）管理業務の実施状況 

業務内容 具体的な業務の実施状況 

使用する者への利便の

提供に関する業務 

施設の使用受付、案内等の接遇向上 

・ 職員に対する接客マナーを徹底 

・ 迅速、確実な受付事務の推進 

利用者の苦情・意見の把握・対応 

・ 繁忙期の道路渋滞について、来場者から渋滞緩和に対する

要望が多く出ているため、ゴールデンウィーク及び旧盆時

期に、能登島大橋手前や島内に臨時駐車場を設け無料シャ

トルバスを運行。今年度は、さらに臨時駐車場を増設し、

バス台数も増台した。 

その他 

・ 利用者が、再来館されるよう、お客様とのコミュニケーシ

ョンを大切に業務に当たっている。 

利用の促進に関する業

務 

 

 

自主事業の企画・実施 

・ 水族館年間行事予定に沿って実施 

・ 魚群ショー「のとじま舞踏会」を開始 

・ 夜の水族館の試行実施 

施設の情報提供、広報、広告 

・ 水族館と併せ、主にＧＷ・夏休みにテレビＣＭや新聞、雑

誌広告等による広報を行っている。 

使用の許可に関する 

業務 

（２）② のとおり 

施設、設備及び備品の維

持管理及び修繕に関す

る業務 

清掃：日常清掃実施 

点検：日常点検実施 

警備：夜間警備については機械警備により対応 

小規模修繕：老朽化設備修繕 等 

（その他知事が必要と

認める業務） 

緊急時の対応、安全管理などの危機管理 

のとじま臨海公園消防防災計画等による年２回の消防訓練の実

施や、事故発生等による緊急時対応についての職員教育を実施。 

 

 

 

 

 

 



 

 

（２）施設の利用状況 

①利用指標 

指 標 Ｈ２４年度 

（参考） 

Ｈ２５年度 前年度比 増減理由 

入館者数（人） 420,770 451,334 107.3 % のと里山海道無料化 

各種ソフト事業の展開 

②使用許可等の状況 

施設名 許可件数 不許可件数 不許可理由 

該当なし    

 

（３）使用料の収入実績  

利用料金の収入及び減免の状況 

施設名 収入額(円) 減免額(円) 減免理由 

入館料 90,715,920 3,444,990 ﾌﾟﾚﾐｱﾑﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ、身障者手帳 

    

計 90,715,920 3,444,990  

 

（４）収支決算 

※ 管理者においては水族館全体での経理を行っており、館の一区画である海の

自然生態館のみに係る収支決算を示すことができない。 

 

 

（５）その他、県が必要と認める事項（管理の実態を把握するために必要な事項） 

①利用者の意見等 

（ア）利用者アンケート結果（平成 25 年 4 月～平成 26 年 3 月実施 有効回答数 97 件） 

項 目 回 答 

良い 概ね良い やや悪い 悪い 

利用者サービス ６１．８％ ３２．６％ ５．６％ ０．０％ 

施設の維持管理 ６１．８％  ３４．８％ ３．４％ ０．０％ 

（イ）利用者からの意見、苦情、要望 

年 月 内 容 対 応 

25 年 4 月～ 

  26 年 3 月 

カワウソのガラスが汚い 

水槽内の清掃 

アトラクションの増 

エサやりの回数を増やす 

ビデオ等の解説ももっと欲しい 

これまで以上に清掃に努める 

     〃 

イベントスケジュールの検討 

     〃 

飼育員を巡回させ解説を行っている 

②事故、故障等 

年 月 内 容 対 応 

   

③その他報告事項など 

 



 

 

（６）評価結果 

評価項目 結果 所見（工夫、改善点） 

①サービスの維持・向上

や利用促進に向けた

取組みが行われてい

るか。 

Ｂ 

 

・接客マナーの徹底に加え、来館者とのコミュニケーシ

ョンに心がけたサービス向上に努めている。 

・繁忙期に無料シャトルバス送迎を行うなど、利便性の

向上に努めている。今年度はさらに臨時駐車場の増設

とバス台数の増台を行った。 

・展示水槽のリニューアル、ＨＰによる情報発信等によ

り集客につながる魅力づくりに尽力している。 

②施設、設備及び備品の

維持管理及び修繕が

適切に行われている

か。 

Ｂ 

 

・指定管理者の魚類飼育の専門的なノウハウを活かし、

ガラス取替えや、ポンプ施設など海水による劣化が激

しい悪条件の中、年間１００件に及ぶ修繕を実施し施

設の保守に努めている。 

③適切に管理運営・危機

管理を行う組織・体制

となっているか。 

Ｂ ・「のとじま臨海公園消防防災計画」等に基づき年２回

の訓練を実施しているとともに、事故発生時の緊急対

応について職員教育を実施している。 

総合評価 Ｂ 

 

・魚類飼育の専門的なノウハウと経験を活かした施設の

効率的かつ効果的な運営管理がなされている。 

・日本海側初となるジンベエザメの展示や体験型施設の

設置等などの誘客施策により、誘客増へ努めている。 

・各種誘客施策により県外からの来館者は約６割を占め

るなど、能登地域における観光拠点施設の一つとなっ

ている。 

 
○評価基準 

Ａ（優）：仕様書等に定める水準を大いに上回っており、その結果、優れた実績をあげている 

Ｂ（良）：仕様書等に定める水準を上回っている 

Ｃ（可）：概ね仕様書等に定める水準どおり実施されている 

Ｄ（不可）：仕様書等に定める水準を下回っており、改善を要する部分がある 

 

○総合評価 

Ａ（優）：優れた管理運営がなされており、かつ、十分な実績をあげている 

Ｂ（良）：優れた管理運営がなされている 

Ｃ（可）：適正な管理運営がなされている 

Ｄ（不可）：改善が必要である 

 

 

（７）助言・指摘事項 

特になし 

 


